
polycrystal (Y-TZP)

was systematically investigated in the sintering-temperature range of 1100-1650℃. The density and grain size in

Y-TZP increased with the increasing sintering temperature. The 



る。当社のY－TZP粉末は、YがZrO2





焼結温度の増加に伴って増大し、1650℃で99.7％に到



の内部に形成されており、粒界及び/又は三重点から

形成し始めていることが分かる。焼結温度が1650℃に

なると、Y





界にアモルファスや第2相は存在せず），リートベルト

（→T相単相）及びSTEM－ナノプローブEDS解析（→

結晶粒子の内部でのY3+分布がほぼ均一）の結果から、

1100及び1200℃焼結で観察されているY－TZPの網状構

造（Fig.６（a, b）

F i g . 咉 1 0 げ ナ 焼 嫌 ざ せ Y

－



Ｙ濃度プロファイルを示す。ナノプローブEDS測定は、



に、結晶粒子が直径Dの球であり、かつ、Y3+が偏析し

ている粒界近傍の結晶構造をC相と仮定した結晶粒子

モデル（Fig.10）
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